
 
平成 26 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 建築設計製図 II 担当教員 清水隆宏、鶴田佳子、今田太一郎 

学年学科 ４年 建築学科 通年 必修 ４単位(学修)  

学習・教育目標 （Ｂ－２）７％,（Ｄ－４）６０％,Ｅ３３％ JABEE 基準１（１）：（ｃ）（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 

建築設計製図 II においては、建築単体に留ま

るのではなく，地域や社会をよりよい方向に向

けていく為の提案性を持ったデザイン能力を

習得する。具体的には以下の項目を目標とす

る。 

 

１．様々な社会的問題に対して，建築の計画を

通じた提案能力を身につける。 

２．CAD,CG を活用した建築表現が出来る。 

３．自身で考えた計画を、他者に説明できる能

力を身につける。 

成績評価の方法：  

各課題１００点×３課題＝３００点の総得点率（％）によって成績
評価を行う。ただし、一つでも未提出の課題がある場合は、不合格
とする。また課題提出は時間厳守とし、期限に遅れた場合は減点と
する。なお、成績評価に教室外学修の内容は含まれる。 

達成度評価の基準： 

各課題について１〜４の項目について，６割以上達していること。 

なお成績評価への重みは，１〜４を各２０〜３０％とし，４につい
ては講評会等も行いその達成度を確認する。 

 

１ 課題の意図を理解し，的確に企画を立てられる。 

２ 創造的かつ整合性のとれた計画を作成できる。 

３ デジタルツールを用いて的確で美しい表現を出来る。 

４ 相手に的確に意図を伝えるプレゼンテーションが出来る。 

授業の進め方とアドバイス： 

・課題対象地への見学会、地元住民等に対するプレゼンテーションを行う際は、積極的に取り組むこと。 

・普段から，建築やデザインに留まらず，様々な社会の情報に目を通し，自らの考えを養うこと。  

・自らスケジュールを立てて，期限内にゆとりを持って間に合うように計画を進めること。 

・CAD 室等を活用して積極的に情報機器利用の熟達に励むこと。 

※各課題の成績確定後の再提出，再評価は行わないので，それぞれの課題に真剣に取り組むこと。 

教科書および参考書： 

教科書：日本建築学会編 コンパクト資料集成（丸善） 

 建築関係の諸雑誌等に常に目を通し，情報を収集すること、また、建築設計製図 II では、社会性を持った課題が設
定されるので，日頃から新聞等のメディアを通じて，社会や地域の状況を把握すること。 

授業の概要と予定：前期 教室外学修 

第 １回：【第１課題】複合空間の計画 
課題提示、趣旨説明 （担当：清水） 

各授業毎の授業進行に対応した内容（平面図、 

立面図，断面図、スタディ模型など）のエス
キースを適切なスケールで作成する。また、
適宜各自の作業スケジュールに沿って課題の
作成を行う。 

第２,３回：空間の設定 

第４,５回：資料の収集 

第６,７回：エスキースチェック１（コンセプト・基本計画） 

第 ８回：エスキースチェック２（アイデアスケッチ、スタディ模型） 

第９,１０回：エスキースチェック３（平面図・立面図など） 

第１１,１２回：エスキースチェック４（断面図・パースなど） 

第１３,１４回：エスキースチェック５（プレゼンテーション） 

第１５回：第１課題の講評会・フォローアップ（課題評価の解説など） － 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 

【第２課題】地域課題解決にむけたまちづくり計画（担当：鶴田） 
第１６回  現地調査 
第１７～１８回 現状分析まとめ 
第１９～２２回 まちづくり計画の作成 
  

授業進行に対応した内容（現状分析、まちづ
くりコンセプト、まちづくり手法、まちづく
り計画など）について、各自まとめ提出する。 

【第３課題】第２課題の設計への展開（担当：今田） 
第２３回 課題説明  
第２４回～第２９回：エスキース（計画コンセプト・建築平面図・ 

建築立面図・断面図・詳細計画） 
第３０回：プレゼンテーションチェック 

各授業毎の授業進行に対応した内容（平面図、 

立面図，断面図、スタディ模型など）のエス
キースを適切なスケールで作成する。また、
適宜各自の作業スケジュールに沿って課題の
作成を行う。 

第３１回：第３課題の講評会・フォローアップ（課題評価の解説など） － 

 


